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1934年忌ヘルクレス座新星
　　　　　　　　英國ケムブリヂ大學敏授　F．J，　M：，　Stratton
　　　　　　　　（去7月6日東京帝國大湊に於ける講演の筆記）
　淑女紳士諸君
　私が此講演の題を“ヘルクレス座新星”と決：めました時には未だ豫期しな
かったのでしたが，その後6月18Rに日本の一アマチ＝ア天文家がNova
Lacertae　1936を最初に磯見しました．　…般に職業的天文學者が新星を三見
するのは稀で，多くはアマチ＝一アが薪星を嚢見します．それは，職業的天文
學者は常々大きな望遠鏡で小さな視野を見てみて，廣い天室全般にわたって
は，あまり注意を梯はないからです．しかし，例へば流星研究者は肉眼で見
える個々の星を良く知ってみるものですから，新星をすぐ獲見します．へ・レ
クレス座新星もその一例でした．これは英國の藩護士Preniice氏が墜満座流
星雨の極大期を研究観測してみた1934年12月13日でした．共の前夜は曇って
みたので，夕方早く宅に麟ってから，早朝にまた観測に出かけたのですが，
1－2時闇ばかり流星を見て，それから，疲れて眠くなったので，少し歩いて
茶を飲みに宅へ蹄って，それからフと天の他の部分を見ました所が，何だか
星の配置が李常とは違ってみるので，星圃を
見比べて念のために共位置を確かめ，自動車
でStowarket村の宅に婦って，すぐグリニチ
疋文寮に電話をかけたのです．こんなわけで，
此の星の黄見後僅々2時間で，午前4時には
グリニチ天文礒のマ1テン氏が早くもその星
のスペクトルを撮ることができたのでした．
　此の十二月13H早朝の此の星のスベクトノし
は面白い形で，その同じ日の夕方に見たスペ
クトルとは全く異ったものでありました．普
通の新星のやうに輝帯のみではなくて，輝帯
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の董側の端に吸牧線がありました．この理由はかうです．即ち，中心星から
外方にガスの殻が運動してみると考へますと，外方へ動ぐから，その殼の中
の元素，例へば水素の輝線は，観測者からは，ドプレル敷果によって，幅の
廣い帯になって見えます。しかし吾々沖州者に向つた方の原子は光を等長し
つN，此方に断って動くのですから，叉，ドプレル野望で董の方へ波長がす
れるので，此のために吸回線は短波長の方ヘナれることに］t£　ipます．階下の
朝，グリ＝チで見たスペク1・ルには水素のバルマ1列や，HeI，　CII，　OII，　NII
・等の吸下線があって，普通の高温B型星のスペク｝・ルでした．此の水素の線
による接近速度は一1000Ff／秒，又，他の線からは一一700粁／秒でし疫．爾ほ，
水素の線は幅が防ぐて，強いるのでした，
　ところが，此の円の夕方にはs之れがA型星のスペクトルになって了ひま
して，即ち水素線は更に強ぐ，又，ヘリウム線は無くなって，CIIの4267は
残り，共の他には，OII，　MIの線も無くなりました．その代りにFellの線
が現はれ，叉，Mg11の448ユが最る強ぐs速度iま減少し＄した，
　さて，次の朝，即ち獲見後二十四時聞後には，スペクトルは前と同じで，
只，水素の線の速度は～700＄f／秒，FeJIやMglIの線は一500粁／秒で，前よ
りは低濃の星のスペクトルになりました．
　其後，数月の聞，スペクトルは同一の型で，trill，　SrII、　Scllの線が現は
れ，スペクトルは下々複雑になり，白鳥座α星の型になって，電離原子の線
は皆既日食の時の色球の線に似て來ました．それから，追ぴ四々に星の光度
は明るくなり，同時に，ガスの運動速耳は減ってきて，途に光度の最大の12
月21日には，速度は殆ど総ての線が同様に一170粁／秒となりました．此の速
度が減ることN，それにつれて，スペクトルが，早期型から晩期型に移るし
とは，どの新星でも，共の光度が極大になる前に現はれることです．ヘルク
レス座の新星では，斯うして低温になってゆくことは12月25日まで績いて，
途にはR剛の星のやうに，CN帯が現はれて來ま’した・しかし，これは2一・
3日聞績いて，又薗の新星の歴史を繰り返へすことになりました．
　次には，第二の段階として，約一300粁1秒の速度を示すA型のスペクトノし
が弱くあらはれて來ました．そして，これが強くなるにつれ，前述の一170
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粁／秒の線の方が無くなり，只一300粁／秒のが残り’ました．
　次の段階は，〔OI〕の禁止線の輝線が現はれたことです．之は極光や，一般
の夜の室にあらはれるもの，帥ち，有名な星霧線〔OIII〕に相當するもので，
普通の撰探法則selection　ruleに1ま從はないもの，帥ち實験窒では出ないも
のなのです．この光線を回する原子のLレベ’レ「は
　　　　　　OI　：P．
　　　　　　　　　　　　　　　3Pl
　　　　　　　　　　　　　　　lD！
　　　　　　　　　　　　　　　ISa
故に，これから生じる〔OI〕の線は
　　　　il）2一’S。　　　　5577Aく極光の通線）
　　　　：‘Pe一一IDr　　　　　　　6300　　（恭泉）
　　　　：；P，一一il），　6364
　　o．0
　151．pi
15867．8
33792．8
　　　　　　　　　　　　　　　　（夜室のスペクトルに現はれる）
12月の絡り頃から之が現はれてきて，それからは之が新星のスペクトル中の
最も強v・線になりましte．この三つの線に相心して〔OIII〕には，星霧に，
4363．2A，4959．6A，5007．6Aの3つの線があります．これ等は，實験室で
は，長岡博士のみが出されました．一般に，斯かる線の現はれるのは，新星
や星霧で，特に小さい歴力と密度との揚合に起るものと考へられてるます．
尤も，この設明は，中性原子の線izは適翫ではありません．低腿の下では，
酸素原子は電離してゐますから，此の線は出ません．何かある條件があって，
之れが強くなるのでなくてはなりません．星霧には之は無いのです．長岡博
士は此の新星の三つの線に興味を持たれたことし思ひます．
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　圖で御覧のやうに，此等の線は軍一・ではなくて，2つの極大が相互に近接
してゐます．
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　　　　　　第　　鷺　遡　　ヘルクレス座1934年新興の光度曲線
　さて，1935年の1月と2月との間は，砒わ星は普通の新星と異ゆ，光愛の
動揺は多少ありますが，しかし華均の光度は約3等級でした・今までの多く
の新星は，光度曲線が一旦急に上って，極大からは徐々に娠卜しつK）降る
のが普通であります．
　元來このヘルクレス十寸星は，最初は14等星であったのが，急に2等級に
なゆ，それから3月の絡夢まで，3ケ月ばかりの聞，ほΨ同一の等級であb
ました．ところが，4月初めに急に下って，5月初に13等にまでなゆ，それ
から，又，上って，7等級になりました．そして，今1936年3月，私が英國
を去った頃まで，此の光度でした。此の期聞中，ほ窟同一の明るさで，スペ
クトルもほ讐同じA型で，線が少し移動してみるに止まゆ，其のうちでは
TiH，　Fell，　Callが最も著しいものでした，
　さて，次の段階は第3のA型スペクトルが現はれたことです・即ち，前に
述べました2つの吸牧線のうち，第2は第1に比して幅廣くて強いのですが，
eこで現はれ旋第3のxベクトルは，Tiでなく，Feので，輝帯が吸牧線を
三って，輝帯部に二重の極大ができて，互に反封の方へ偏移してみるのです・
この第3のxベクトルは一700粁／秒の感度を示してゐまず。この2重の極大
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は〔OI〕，〔NH〕や，5755Aの線を持ってるます．しかしTillは，前と同じ
く細く旧くて，極大はありませんこのFeH　e　’1’illとの一塁よどんな機構
翻璽羅H，He
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設明圖2（黒いのが輝部）
でできるのか今では未だ判ゆません・
　かの1912年の嬰子座新星に現はれた
水素の線にも二重の予納がありましπ
（樹を見よ♪．8型ま共ずこ，A錐1の線が
あって，偏移は互に異ってゐました．
　ヘルクレス座新星のも同一一一でナ汎
特に之れにはTi¢）線の極大があると
いふ複雑さでしたが　この解明はでき
まぜん．OIも此の2つの極大を有って
ゐますが，禁止線には，之はあのませんe又，〔OI〕は只軍一の線です・
　しかし，こNに，水素や金属の線スペクトル中に少しも偏移しなV・独い吸
牧山（溺∫籾忽4ま3968Aま3があ〃まず、ζれは星1ご湖薦はなぐダむしろ
星と星為の室間の線でありまして，此の吸牧線の強さを測って，それから，
此の星の距離を知ることができます．其の理由は，星と星との下闇にある物
質の量を吾々は知ってみるからです・
　ヰリγムス氏は此のカルシウム雲の距離をユユ0翌年と餌しましだ．これに
より，星の極大の時の絶封光度は一6．5等，爆獲の時のは＋6．5等になりま
凱從って，この新星は普通の新星『σあ。て，超薪星s・per一・…ではあt’
ません．超面訴についての性質を此の新墨は有って居ません．
　ラやご，私はスペクトルの三層に鋸ゆま鷲う。1935年2月には一700粁／秒の
線が浦えて，鐡の第2極大の輝帯が現はれましたそしてtTiは，やはip・
そのまkでした．次に，新たにB型スペクトルのH，He，　CII，　OII，翼IIが
現はれましたeそれから一900粁／秒も偏移した〔OI〕のスペクトルがi現はれ
で，漸吹高速度になりまし允。又沖～300柵秒でTillの吸牧線をもつA麹
のスペクトルは元のまsで，別に＋250柵秒の速度を有つFelIの輝線があ
1）ます．これは新星に通有なものです．かうして，初めの偏移と同じ位にな
ゆ直した・輝線はFellと〔OI〕とで，3月中つfきまし惣
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　3月の理りに急に光度が下つteと前に言ひましたが，その時には鐵の楼止
線〔Fell〕があって，二重の極大又は輩一極大を示してゐました．篇三三で，
此等の線を見判けることは可なり困難ですが，一般に多くの極大を有する輝
帯では，その最大のもののみが窮眞に現はれますからでせう．この〔Fell〕
は今から100年も昔に新星であった臆座η星のスペクトル中に，今H，あらは
れてみることをメリル氏が示しました．次に，更に五月には，〔OII〕，〔NelI〕
の星画線が現はれました．猛は，7月には約7等にまで明るくなって，スペ
クトルは普通の星霧のやうで，又，ラルフ・ライエ星に似て，H・Hel・IL
CII－IV・NII－V・〔NII〕・OII－IV…　　　‘・　丁　畏・
1瓢Ill臆牒t乏1紘　「t’t　l一
　圖は敏晩つY’いて12時間の露出鳥眞
を示します．このスペクトルは，水素
の輝帯以外は，全く前とは異ってゐま
す．4月から6月には，スペクト’レは
攣ってきました．それは下帯の相前癌
張度と構i造とが攣ってきたからで，も
っと短時間の露出をすると，水素輝帯
の構造を知ることができます．
　昨年パリの幅広天文同盟でL新星は
二重星か￥「といふ議論がありました．
アメリカの天文馴者は，これには疑を
もつてゐましたが，南亜弗利加では，
書架座新星1925は重藤（multiple　staT一）
と考へられ，3つ又は4つの星が凝集
して，途に分れたと思はれました．新
星のスペクトルの2重の極大からみて，
二って星が充分に離れる時が定められます．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スペクトル線の偏移が示すやう
に，新星は外方へ振がり，そのdiscが大きくなりますが，これは例へばペル
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eウス座新星1901を1934年に撮つ1’e　Sg眞をみると，前後33年間に星霧歌物
質を，そのまは．りに，如何に成慶させたかがわかります．物質が星からとび
出しますと，例へば，discのまはりの部分は側方へ又，前のはこちらにむ
かって進みます．新星の初期には，輝帯が董側の端にありまして，帥ち，こ
ちらに三って減るものが極大ですが，今は最強の線は向ふ側へゆく物質から
來ます，之れは即ち星の瓦斯が膨脹するのでありまして，普通の殼の膨脹の
理論がよくあひます．
　次に御覧に入れるのは鷲1・t噺星1918です．之は非常に複雑で，6個か7個
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discの種々の部分が，種々異なる極大を與へるので，
の殼ではなく，膨脹と廻薄との非常に複座な運動をしてみるので，letになる
か，個々別々の凝集になるのか，とにかく新星の後期は非常に複雑な歌態に
なります．初期には彊い吸牧線があります．
　こうしたスペクト1レから見ますと，ペルセウス座新星，鷲座新星，艦座：新
星，ヘルクレス座新星等から，いろいろ異なる物艘が中心罷から分れる事は
確であります，ミルン氏は高論臨射歴で之れ等の現象を言明しました．即ち，
星のガスは輝き出して．輻射歴で外部に逐ひ出されて，30000肝／秒の大なる速
度（光の速度の10分の1の速度）となるのです．萩原博士は量子論から斯うし
た同じの速度になることを示しました．かうして大なdiscになるのですが，
その論明は主として二つにわかれます．即ち：
其一つは佛入ラプラスので，守れをミルン氏が継承したものです．2Pち，
星が磯達して，ある時代に不安定になって，其れが爆下すると考へます．ミ
ルン氏によると，星はつぶれて，共のため熱が急に螢生して，瓦斯が外へ出
かの極大を有ってみて，ある
方向にスリットをおくと，一
つの軍一の線で，L）000乃至
400（）粁1秒の速度で，こちらに
向ってみることが知れます．
ろく，　スリLソトを4顧巨Gて）方向tこむ
けると，非常に妙な形になり
ます．之は膨脹しつNある
　　　これは，つまり，呈置一一・
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ます。多くの星はかうなるのです．ミルン氏は星のつぶれる別際の過程が新
星の原因だといひます．物質が遽に水の激千倍の密度の白色屡星になると思
はれます。エデントン民は，原子から外部の電子をすべて取られてしまって，
核が興野に接近して，密度の大な星になると考へてるます。この白色祝町の
理論は1925年にシリウスの冥色のスペクトルの観測によって誰明されまし
た。此の星はA型であるに拘らす，相判理論の示す偏移が見付つたのです．
ミルン氏の理論は，かうしたcOllapse（つぶれ）によって星が爆獲して，殻が
出回るといふのです・
　もう一つの理論は，衝突にもってゆくのでして，アイザック・ニウトンに
始まゆます。しかし，攣れは二つの星の衝突ではありません．星の正面衝突
は極めて稀にしか起らないのですから，新星は寧ろ星霧朕の抵抗物質に突入
すると考へます、此の星が早くて，暗く，速度が小ならば，星霧物質にぶつ
かった場合にs徐々に之が起ると，星霧物質が毛布のやうに之を蔽ぴ包むに
充分なエネルギ1が集まると，この毛布を追ひやって新星になるのです．
　ペノレセゥス座新星が，初めて1901年に磯見された時から数ケ明目に，星の
まはりには星野物質がありました．野際に物質がとび出したのです．こうし
て調測された星霧物質は，星から光が出て，まはりの星霧物質の闇を族して，
それを照すのが見えるのです．これは，新星が光の身易い星霧歌物質でとりま
かれてるる誰糠です．この事實は上の理論のどちらをも支持します．
　新星には2種あります．始めの光度から5等乃至6等だけ明るくなる普通
の薪星と，10等乃至12等ぼど明るくなる超新星とです・宇宙線は新星の爆獲
から悟るとも言はれますが，超新星が之れです。ツウィツキ1氏は，各銀河
に一世紀に一つづつの超新星が出るとも言ってゐます．我々の銀河系では，
デンマルク天華學者チホ・ブラ1への獲労したカシオペヤ座新星1572が其れ
です。又，アンドロメ座新星1885も其れです．之等は普通の新星よ姉等級
ばかり明るいので，超新星です．
　仁科．博士にきいた所によると，ザンストラ氏は超新星が天頂に搾ると宇宙
線が増すと言ったそうです。海や湖の底ではNova　1885が天頂に來ると，
宇宙線の張度が」曾すといふことです，この新星，特に超新星と宇宙線とに，
かく關係があるからこそ，日本の物理學會の魯合で，新星について私が講演
をする理由もあるのだと思ぴます．（終）
